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金
滞
古
蹟
志
巻
九

誠
に
夢
の
告
少
し
も
相
違
た
か
り
け
れ
ば
、
高
瀬
よ
り
招
き
寄
せ
ら

れ
、
貧
困
寺
御
建
立
被
v
成
け
り
。
と
あ
り
。
右
端
夢
の
告
に
依
っ

て
、
山
競
を
議
園
山
と
し
、
寺
門
と
城
門
と
向
ひ
合
は
せ
に
た
し
建

立
し
給
へ
り
と
い
へ
り
。
故
に
今
の
地
へ
移
縛
の
時
も
.
寺
門
を
今

裏
門
坂
と
呼
ぺ
る
地
へ
向
け
、
本
堂
も
建
立
あ
り
し
か
ど
、
寛
文
丸

年
治
替
の
時
、
馬
坂
の
上
に
寺
門
を
開
き
、
本
堂
等
建
立
あ
り
し
故

に
、
従
前
の
表
門
は
此
の
時
よ
り
裏
門
と
な
り
、
裏
門
坂
と
世
人
呼

ぺ
り
。

。

山

崎

公
囲
内
異
人
舘
の
尻
地
在
る
岡
を
い
ふ
。
奮
停
に
云
ふ
o
往
昔
は
小

立
野
の
地
は
、
石
浦
郷
山
崎
村
の
地
内
に

τ、
小
立
野
の
惣
名
を
ば

山
崎
山
と
呼
ぺ
り
。
然
る
に
山
崎
山
の
地
悉
く
町
地
と
成
り
た
り
し

故
に
、
迫
々
平
均
し
て
家
屋
を
建
て
た
り
と
い
へ

E
も
、
今
一
試
ふ
山

崎
山
の
地
建
、
僅
に
往
古
の
憶
に
て
雑
木
生
ひ
茂
り
、
資
に
深
山
の

慢
を
た
し
た
り
付
る
が
、
文
政
五
年
竹
鐸
殿
治
替
の
時
、
今
の
如
〈

共
の
地
域
を
狭
め
ら
れ
、
.
築
山
の
如
く
成
り
て
、
僅
に
山
崎
山
の
遺

蹟
を
磁
さ
れ
た
り
と
い
へ
り
。
按
-
予
る
に
、
山
崎
山
の
事
は
、
随
意

雑
一
鍬
に
、
御
城
之
山
を
ば
以
前
は
山
崎
山
と
い
ふ
と
見
b
、
三
州
志

山

9
S
ヲ
プ
日

途
寺
棒
高
頂
峰
-
祭
出
d

連
-h明
甥
杉
・
駒
蹄
山
・
菅
池
・
鷹
巣
山
・
辰
巳
・

砂
馬
場
ゴ
尚
昆
於
末
・
松
山
・
土
清
水
野
・
小
立
野
-
之
山
崎
也
e

と
記
載

し
、
.
高
滞
忠
臓
の
加
府
事
蹟
必
鍛
に
も
、
小
立
野
は
山
崎
山
の
尾
崎

陀
て
、
地
面
甚
だ
高
く
山
岳
の
如
し
。
上
世
は
平
原
に
て
野
草
多
し
。

故
に
岡
井
村
の
農
夫
見
鐙
共
、
牛
馬
の
稼
料
の
苅
場
に
て
、
今
の
馬
坂

は
共
の
頃
、
此
の
野
へ
馬
多
く
摩
き
の
ぼ
れ
る
岨
坂
た
る
に
よ
り
馬

援
と
呼
ぺ
り
。
此
の
野
原
幅
狭
〈
細
長
き
地
た
る
に
よ
り
、
小
立
野
と

い
へ
り
と
ぞ
。
三
州
志
に
も
、
此
の
事
を
記
載
し
て
、
牛
坂
も
馬
坂
も

間
接
よ
り
怒
り
た
る
遺
名
友
ら
ん
。
惣
じ
て
小
立
野
は
幅
狭
く
竪
長

き
野
た
る
に
よ
り
、
小
竪
野
と
唱
へ
し
を
、
後
に
小
立
野
と
穆
脅
す
と

怠
り
。
天
徳
院
の
塔
司
小
立
庖
は
、
昔
小
立
野
勝
野
怠
る
頃
よ
り
有
.

り
け
る
庵
続
怠
る
を
‘
元
和
元
年
夫
徳
院
治
建
の
時
、
塔
司
の
鋭
と

・
な
す
と
云
ふ
。
然
れ
ば
小
立
野
の
文
字
も
、
共
の
来
る
事
奮
し
と
云

ふ
。
或
践
に
‘
昔
賊
将
七
里
参
河
、
此
の
野
に
小
舘
を
建
て
た
り
。

故
に
小
舘
野
と
-X
ふ
と
。
叉
或
は
小
飽
野
な
ど
の
文
字
に
作
る
。
並

に
後
世
好
事
家
の
筆
を
鼓
す
る
も
の
に
て
、
典
貨
の
義
と
は
見
h

宇
。
叉
源
平
盛
衰
記
に
‘
木
骨
義
仲
平
岡
野
木
立
林
に
陣
を
取
る
と

あ
る
を
、
好
事
家
の
訟
に
、
木
立
林
は
卸
ち
小
立
野
た
り
と
す
る
も
、

金
海
古
蹟
志
巻
丸

四

来
因
概
究
附
録
に
は
、
山
崎
山
は
元
は
小
立
野
の
惣
名
を
山
崎
山
と

い
へ
り
と
載
せ
た
り
。
訟
も
ふ
に
山
崎
の
山
名
は
、
山
の
尾
崎
な
る

を
以

τ山
崎
山
と
呼
び
、
此
の
山
名
よ
り
し
て
山
崎
村
と
も
い
へ
る

た
る
べ
し
。
然
る
を
山
戸
崎
村
の
地
内
た
る
に
よ
り
山
崎
山
と
い
へ
る

よ
し
・
名
蹴
誌
等
に
い
へ
る
は
非
た
る
ペ
し
。
欝
設
に
、
昔
小
立
野

の
地
、
未
だ
山
林
た
り
し
頃
は
、
地
続
き
た
る
が
故
に
.
城
地
へ
か

け
て
惣
名
を
山
崎
山
と
稀
し
・
小
立
野
よ
り
城
地
ま
で
山
林
な
り
し

を
、
城
地
'
と
小
立
野
と
の
問
を
穿
ち
、
自
徐
の
地
は
平
均
し
て
町
地

と
た
し
、
石
引
町
怠
ど
の
町
名
を
立
て
ら
れ
、
往
古
の
債
に
て
磁
れ

る
は
今
い
ふ
山
崎
山
の
地
の
み
に
て
、
貨
に
小
立
野
の
古
蹴
は
.
此

の
山
崎
山
の
み
た
り
と
い
へ
り
。

一

。

小

立

野

俗
に
小
立
野
穫
と
稀
し
、
議
上
の
惣
競
と
す
。
今
は
謹
上
に
石
引
町

等
の
教
町
を
建

τ、
家
屋
建
梯
し

τ
一
区
内
と
-
な
し
た
れ
ど
、
往
す

は
山
崎
山
の
山
内
な
る
原
野
に
て
、
山
崎
山
の
小
立
野
稔
り
と
ぞ
。

故
に
今
も
山
崎
山
・
山
崎
領
の
遺
名
あ
り
。
此
の
地
は
、
白
山
よ
り
連

続
せ
し
山
尾
に
て
、
普
は
山
内
の
瞭
野
た
り
と
い
へ
り
。
£
屋
義
休

の
金
城
隆
盛
私
記
に
も
、
自
昌
白
峰
-
属
周
知
之
鹿
d

自
a
庫
川
上
山
中
宇

信
宇
べ
か
ら
歩
。
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
.
小
立
林
を
小
立
野

た
り
と
の
俗
訟
は
、
洩
答
久
敬
の
道
程
記
に
、
小
立
野
と
い
ふ
は
、

盛
衰
記
に
平
岡
野
の
小
立
林
と
あ
る
も
の
此
所
の
事
な
る
欺
と
記

せ
り
。
此
の
推
競
よ
り
起
り
た
る
怠
る
ぺ
し
。
平
岡
野
は
今
云
ふ
庚

岡
の
地
に
て
.
木
立
林
は
庚
岡
山
王
林
怠
る
事
、
彼
の
枇
紀
等
に
て

著
名
な
り
。
庚
聞
は
宮
腰
口
た
れ
ば
.
小
立
野
と
地
理
甚
だ
隔
た
る

た
り
。
改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
、
元
縁
十
一
年
疋
月
涌
波
新
村
百

姓
阻
郎
兵
衛
が
番
付
に
、
石
川
郡
下
小
立
野
と
申
慮
は
、
先
年
よ
り

大
桑
村
よ
り
罷
越
、
愛
か
し
と
少
宛
畠
を
開
き
支
配
仕
底
、
寛
永
六

年
に
辰
巳
御
水
道
出
来
仕
に
付
、
共
翌
年
御
水
道
水
飴
り
申
に
付
、

大
桑
村
へ
被
昌
仰
付
一
御
水
道
飴
水
を
以
、
下
小
立
野
岡
地
陀
開
き
可
v

申
と
被
=
仰
渡
-
候
へ

E
も
、
大
桑
村
の
者
共
御
鰭
不
v
仕
に
付
、
共
後

下
小
立
野
と
申
鹿
新
開
高
に
罷
成
候
問
、
撃
可
v
申
と
御
郡
中
へ
御
鍋

被
v
篤
v
成
に
付
、
加
賀
郡
涌
波
村
よ
り
奥
兵
衛
・
久
兵
衛
・
普
右
衛
門
・

九
郎
兵
衛
・
加
兵
衛
・
次
郎
兵
衛
・
宗
兵
衛
等
七
人
罷
出
撃
申
候
へ
ば
、

普
光
寺
坂
よ
り
上
は
板
橋
切
、
西
は
川
が
け
指
除
候
て
、
東
は
御
栗

林
い
ち
ご
畠
指
除
き
、
共
飴
不
v
磁
領
地
に
被
a
仰
付
一
御
岡
地
に
開

立
、
聞
に
成
不
v
申
所
は
、
草
苅
場
に
仕
置
申
悦
一
翼
々
。
と
あ
り
。
叉

五




